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足 立 紗 和 子  主将 大分県 徳島県立脇町高等学校 経済学部 後衛 

             就職先 臼杵市役所 

◎ 一見、ソフトなムードで「笑顔」が印象的な足立主将。気配り、目配りの行き届いた声

かけ、その声が笑う声も含めデカイなど…あらゆる配慮が行き届く足立主将のリーダー

シップでチームの「和」を築き、リーグ優勝に迫るチームへと成長させてきた。 

◎ 技術力も大変高く、1回生の春季リーグからずっとレギュラー。入替戦も経験するなど

決して楽な戦いばかりではなかったが、足立主将の個性的なストロークは、ミスが少なく、

極めて高い安定感、しかもパワフル。繰り出すゲーム展開で何度も立命館の危機を救った。 

◎ 自らの戦いに入ると笑顔から目の輝きが変わる。その気持ちの強さが西日本大学対抗

で 2 年連続の 3 位入賞に貢献し、関西学生選抜インドアで 3 位、関西学生ベスト 8 など

数多くの実績を積んだ。4回生では、ダブル後衛で 1回生矢式選手を支えた姿も「笑顔」。 

◎ 進路は、大分県臼杵市役所。足立主将が醸し出す「持ち味」は、地方行政の職員として

必要な要素が全て揃う。「日本の心が息づくまち臼杵～「おだやかさ」と「たくましさ」

を未来につなぐ」を掲げる臼杵市において、市民の皆様の側に軸足を置き、改革に挑戦 

すれば、臼杵市の未来は明るい。益々の活躍と引き続きラケットを握る姿に期待！感謝！ 

主な戦績 インカレ大学…16×4，西日本大学…3位×2，Ｗ…32．関西リーグ…3位ｘ3．関西六大学…3位 

京都大学…優勝，準優勝×2．W…優勝×2，関西学生…W…8×2．S…32，関西選抜インドア…3位，等々 

 

 

増 田 和 夏  主務 京都府 学校法人文教学園 京都文教高等学校 経済学部 前衛 

        就職先 株式会社テイクアンドギヴ・ニーズ 

◎ ソフトテニスをよく知る増田主務が、縁の下の力持ちの役割を全うした。プレーイング 

マネージャーの強みは、選手の状況を踏まえたチームの組織運営。試合や遠征などの移動

手段も選手の立場を理解する主務であり、確かな技術力は、日々の練習をも盛り上げる。 

◎ 選手としての技術力は、京都府高校チャンピオンとしてインターハイに出場。近畿大会 

 もベスト 16 の実力を有し、ボレー・スマッシュ・ストロークとそれぞれ面遣いが丁寧。

関西六大学リーグでは、通算 9勝を挙げ、京都学生もダブルス準優勝・3位と確かな腕前。 

◎ その技量と積極姿勢は、練習中のチームの機動力に火を付け、大会遠征の際にも目配り 

をしながら、行動力を発揮する。物腰の柔らかい笑顔と力みのない自然体の増田主務は、

OB・OGとの対応にも優れる。日本一等の部員の快挙の陰に増田主務の手腕を垣間見る。 

◎ 新たな活躍の舞台は、㈱テイクアンドギヴ・ニーズ。ウェディング事業の業界最大手で、 

企業理念は、「人の心を、人生を豊かにする」。増田主務が持ち味の優しさ丁寧さ、そして、

ソフトテニスや立命館で磨きをかけた魅力、流した汗の成果を発揮する最高のステージ。

社会人としての輝きが、新たな後輩たちの目標になるはず。お疲れ様でした。感謝！ 

主な戦績 関西六大学…3位．4位，京都大学…準優勝，3位，ベスト 8，京都学生…W…準優勝，3位等々 

 



塩 田 楓  副将 香川県 和歌山信愛高等学校 スポーツ健康科学部 前衛 

             就職先 ヨネックス株式会社 

◎ 基本に忠実な技術力とナチュラルで明るい気性が絶妙にコラボする副将…塩田選手。 

背筋がピンと伸び、ブレない姿勢がボレー、スマッシュ、ストロークに魅せる安定感。

後輩達にとって正に「お手本」。塩田選手の存在で練習も明るい雰囲気に包まれる。 

◎ リーグ戦のレギュラーは、1 回生の秋季リーグ戦に初登場。厳しいスタートだったが、 

その後の関西学生新人では、高校時代に近畿大会準優勝した時の産屋敷先輩とのペアで、

女子部創部初の優勝という快挙を成し遂げた。春・秋のリーグ戦は、通算 15勝で特に… 

◎ 2回生の春季リーグ。関外大との入替戦で塩田選手は 3番。ファイナルデュースを繰り

返したが、塩田選手の冷静なプレーが活きて 1部残留。大学対抗では、2年連続西日本 3

位に貢献。4回生では、梶尾選手とペアで西日本・関西で共に 3位と大将の大役を果たす。 

◎ 後輩の相談にも親身になって対応する持ち味の優しさは、試合中にも稀に姿を現すが、

これも塩田選手の味わい深さ。社会人として、新たなステージは、スポーツ心を世界に！

「独創の技術夜最高の製品で世界に貢献する」を経営理念に掲げるヨネックス。塩田選手

の味わい深い人柄が一層輝く時が来る。立命館との「縁」は今後も！活躍に期待・感謝！ 

主な戦績 インカレ大学…16×4，W…32．西日本大学…3位×2，W…3位,16，関西リーグ…3位×3．関西六大学

…3位．関西学生…W…3位,16×2 関西新人…3位，優勝．京都大学…優勝，準優勝等々 

 

 

吉 田 侑 乃  大阪府 学校法人淀之水学院 昇陽高等学校 経営学部 後衛 

        就職先 株式会社 資生堂（予定） 

◎ 吉田選手の執念…立命館の強い進路希望が、スポーツ推薦「枠」を抉じ開け、4年間の 

大学生活が始まる。OIC（大阪いばらきキャンパス）と BKC（びわこ・くさつキャンパス）を 

往復しながらも、その「頑張り屋さん」の姿は、チームのムードメーカー役をも果たす。 

◎ 小刻みにテンポ良く繰り出すストローク。最後まで諦めずにボールを追い続ける執念… 

これが吉田選手の真骨頂か？シングルス、ダブルスで 1部リーグ戦のレギュラーを経験。

その技術力は、高校時代の近畿大会で増田選手のベスト 8入りを阻止し、準々決勝進出！ 

◎ ポジティブでノリが良い吉田選手は、チームのムードメーカーだけでなく、上下関係の 

壁を感じさせないキャラで後輩達から「ベリーキュートな天使」とも評される。もちろん

そんな吉田選手にも 4年間には、厳しいハードルもあったが、しっかりと乗り越えた。 

◎ これから始まる吉田選手の活躍の場に親しみ溢れる後輩達の夢が広がる。選択肢の一つ 

 が、「一瞬も一生も美しく」を求めて「美しい生活文化の創造」を企業使命として躍進を

続ける（株）資生堂。楽しみながら躍動する吉田選手の姿が目に浮かぶ。既に社会人的な

感性を備えるだけに、命友倶楽部の一員としての牽引役にも期待！ファイト！感謝！ 

主な戦績 関西リーグ…4位，関西新人…ベスト 32，関西六大学…3位，4位，京都大学…3位，ベスト 8， 

W…優勝，3位，ベスト 16等々 



都 築 陽 奈 子  愛知県 愛知県立明和高等学校 スポーツ健康科学部 後衛 

             就職先 株式会社キーエンス 

◎ 都築選手の存在でチームの「和」と「輪」が広がる。後輩達は、ソフトテニス部№1 

の「ストイックマン」（マンは失礼だが…男子も含めてかも？）という。ストイックとは、

「自分に厳しく欲望に流されない」人を言う。都築選手の姿を後輩達は、よく見ている。 

◎ 他にも「脹脛の筋肉がかっこいい！」「ツーバウンドまで諦めないプレーに元気を頂く！」 

と誉め言葉を挙げれば正に…枚挙に暇がない。選手としても高校時代に東海選手権出場

の実績を発揮し、京都学生 3位やベスト 8、関西六大学リーグでは、8戦に出場し、全て

勝利。軽快なフットワークで率先して声を出す都築選手は、練習にも手を抜かない。 

◎ 百周年を迎える立命館大学ソフトテニス部が目指してきたチームづくりは、都築選手の 

存在を有する組織。主将・主務の他に組織全体を見渡し、部員の相談にも乗ってくれる 

スキのない「和」と「輪」。立命館のチームづくりが、自らの成長にも活かせてくれた。 

◎ 新たなステージは、（株）キーエンス。「世界中のものづくりを支え、進化を加速させる」 

ファクトリーオートメーション総合メーカーとして世界 45ヵ国 200拠点で躍進中。この

4年間をステップに後輩の道標として大きく羽ばたくことを期待したい。感謝！ 

主な戦績 関西六大学…4位，京都大学…3位，ベスト 8，W…3位，ベスト 8×2等々 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



坂 口 壮 亮  主将 愛知県 学校法人安城学園 岡崎城西高等学校 経済学部 後衛 

就職先 … 

◎ 坂口主将は、大黒柱 2 人が引退後の近年で最も厳しい状況の中で主将の大役を担った。 

監督が「断崖絶壁」を覚悟する平成 29 年度秋季リーグ戦の結果は、3 年ぶりリーグ戦の

3 位。平成 30 年度西日本大学対抗も 5 年ぶりの 3 位。正にリーダーシップを発揮した。 

◎ 入学時に高校の顧問から「研究熱心で技術は大丈夫だが、私が付いていないと心配。」 

と異例のマイナス評価。確かに「遅刻もなく真面目！」とは言えないが、勝負勘と技術的

センスは、創部百周年の歴史の中でも逸材。1回生の春季リーグ戦からレギュラーで出場

し、7シーズンのリーグ戦で 23勝。関西新人・西日本学生 3位等随所にその能力が光る。 

◎ ボレー・スマッシュ・サービス・ストローク等全ての安定感は、「懐の深さ」にある。  

究極の場面でも冷静な判断は、後衛がフラフラ状態でも一人で勝利を呼び込める技術に

加え、オーダーで決して博奕をしない主将の姿勢にも表れる。意外に手堅い主将だった。 

◎ チームを牽引するリーダーシップ。場を和ませる人間力。そして、ソフトテニスの技術 

に勝る端正な甘いマスク。これを掲げて努力をした就職活動だが、卒業を延期し再度挑戦

する決意をした。「立命館で良かった！」と実感するため監督が指導。乞うご期待！感謝！ 

主な戦績 インカレ…8,16×2.W…64．西日本大学…3 位,8．W…3 位．関西リーグ…3 位.関西学生…W…32,S…16，

関西新人…3位.京都学生…3位×3.京都市…2位.小村カップ大学…優勝×2.関西学生インドア出場等々 

 

小 倉 済  副将 富山県 富山県立高岡商業高等学校 スポーツ健康科学部 前衛  

就職先 … 

◎ 小倉副将が、主将を支える「形」は、これまでに例のないケース。就活に奔走する主将 

が不在のテニスコートをフォローする機会の多さも異例。静かな笑みで、自然な形で連日、

当然のことようにチームをリードするサウスポーに部員が見つめる眼差しも温かい。 

◎ 前衛の強化の必要性から、坂口主将と共に入部した小倉選手は、男子のスポーツ推薦上 

初の北信越地域（選手権準優勝）からの強化。ボレー・スマッシュ・ストロークと揃って

バランスの取れたサウスポー。切れ切れのアンダーカットサービスから、軽快なフット 

ワークでコート狭しと躍動するプレーは、普段醸し出すムードとは異なり、とても豪快。 

◎ リーグ戦にもレギュラーで出場したが、監督が印象に残るのは、3回生の中央大学との 

定期戦で、3次戦まで勝ち進んだ時の小倉選手のプレーは、圧巻だった。持ち味の攻撃力 

とボールから目が離れず、責められてもガードが堅い。4 年間でそんな姿を随所で観た。 

◎ 一方で、小倉選手の持ち味…温もりを感じる人懐っこさは、チームの中でも先輩後輩の 

壁を感じさせない上、コートを離れても後輩の世話…皆から慕われる。また、各大会で母 

の心温まる差入れにも部員の皆が、拍手を送る。進路は、これから。まずは卒業に集中。

小倉選手の味わい深い人柄は、必ず社会人生活に活きる！と自信を持つよう期待。感謝！ 

主な戦績 関西六リーグ…3 位×2．4 位×2，関西新人…16，64．京都大学対抗…準優勝,8×2，京都学生…16×3．

京都新進…3位．小村カップ…W…16 等々 



清 水 夕 陽  京都府 京都市立紫野高等学校 産業社会学部 後衛 

就職先 … 

◎ 個性溢れる清水選手は、京都の名門…市立紫野高等学校において、日本リーグで活躍の 

京都市役所チームに基本的技術を鍛えられ、一般入試で立命館に入学。頑固なくらいに 

正統派後衛としてのストローク、構える大きなフォームにプライドを持つプレーヤー。 

◎ フォアハンドの懐の深さ、バックハンドの面とそれぞれから繰り出すシュートボールは、 

重く引き締まった「球」として相手コートに突き刺さる。時に突き刺さらないこともある

が、その時に現す清水選手の「シャイな笑顔」にチームの皆から慕われる本質を垣間見る。 

◎ 立命館が最も力点を置いているリーグ戦等団体戦のムードメーカーは、衣笠と琵琶湖を 

往復しながら持ち味を発揮する。声が出る！元気に盛り上げる！応援の発想も豊かで、 

チームの応援をリードし、皆が付いて来る。一方、主将・副将の組織運営を補佐しながら、

冷静な視点でチーム全体を見渡すことも怠らない。真面目な発言に自ら照れる清水選手。 

◎ 進路を地方公共団体等の「お堅い」職業を目指しており、引き続き挑戦するために卒業 

 を敢えて見送る決意をした。清水選手のストロークに見せる「奥深い懐」は、本人の人格

の表れ。培った忍耐とこの人柄を発揮できれば、新たな進路も大きく前進する。感謝！ 

主な戦績  関西六リーグ…3 位×2．4 位×2，関西学生…W…64，関西新人…W…64．京都大学対抗…8，      

京都学生…16等々 

 

庄 司 知 広   滋賀県  立命館守山高等学校  生命科学部  後衛  

就職先 大学院 

◎ 庄司選手が、熱心に練習に励む姿に心が和む。これぞ体育会の練習姿。同学年で誰より 

も汗をかき、一生懸命さがコート中に伝わり練習を引締める。大きな構えから、低い重心

で振り切るストロークに安定感があり、丁寧にコースを狙うファーストサービスも魅力。 

◎ ゲームの展開を考え、大事なポイントを良く知る庄司選手のプレーは、高校時代から、 

近畿大会で団体ベスト 16、個人でも出場した実績に研究熱心さが加わったもの。気持ち 

の優しさが、勝負の行方に影響を及ぼすこともあるが、それもチームの「和」の財産。 

◎ 研究の熱心さは、テニスコートに留まらず、大学生として生活科学部の研究にも集中力 

を発揮し、一旦、クラブから距離を置く時期もあった。琵琶湖水系における生物機能工学

…瀬田シジミと向き合いながらも、幹部となる時期に復活。庄司選手だからこそ皆が受け

入れた。結局、この復活が「断崖絶壁」状態のチーム…坂口主将の踏ん張りの糧となった。 

◎ 男子の 4回生では、唯一、途中でいない時期があったが、唯一、「大学院進学」という 

明確な進路がある。唯一、「卒業」する。唯一、練習熱心さが伝わる。そんな、庄司選手

が目指す今後の研究には、ソフトテニスで培った「粘り」が財産として必ず活きる。感謝！ 

主な戦績 関西六リーグ…3位．4位×2．京都大学対抗…8×2．関西新人…W…64 等々 

 


